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1
0
6
年
前
、「
児
童
中
心
主
義
」

を
掲
げ
、
小
学
校
か
ら
始
ま
っ
た
本
学

園
は
以
来
、そ
の
人
な
り
の
学
び
方
と
、

他
者
の
個
性
を
尊
重
す
る
「
個
性
尊
重

教
育
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
学

園
創
立
1
0
0
年
が
過
ぎ
た
今
、
少
人

数
教
育
を
基
本
と
し
、
教
職
員
と
学
生

の
距
離
が
近
い
ワ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
い

う
環
境
を
生
か
し
、「
学
生
中
心
の
大

学
」
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

元
々
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
支
援
や
、

図
書
館
の
運
営
に
学
生
が
携
わ
っ
て
お

り
、
教
職
員
が
彼
ら
の
著
し
い
成
長
を

目
の
当
た
り
に
し
た
た
め
、
こ
れ
を
拡

充
す
べ
く
、
個
性
尊
重
教
育
を
学
生
の

助
け
合
い
・
学
び
合
い
と
い
う
形
で
発

展
さ
せ
た
「
ピ
ア
チ
ュ
ー
タ
ー
」
制
度

を
導
入
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

2
0
1
6
年
に
本
企
画
を
含
む
教
育
改

革
案
を
、文
科
省
の
A
P
事
業
に
申
請
。

不
採
択
で
し
た
が
、
自
前
で
翌
年
か
ら

本
制
度
を
始
動
さ
せ
ま
し
た
。

ピ
ア
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
で
は
５
つ

の
団
体
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
授
業
・
学
習
支
援
を
行
う
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
は
、
今
で
は
多
く
の
学
生
や

教
員
が
利
用
し
て
い
る
も
の
の
、
当
初

は
利
用
者
が
少
な
い
状
態
で
し
た
。
転

機
と
な
っ
た
の
は
、「
時
間
割
相
談
会
」

の
実
施
で
す
。
単
位
制
や
自
由
度
の
高

い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
慣
れ
て
い
な
い
新

入
生
に
と
っ
て
、
時
間
割
構
築
や
履
修

登
録
は
複
雑
で
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
が
自

ら
の
経
験
か
ら
自
発
的
に
企
画
し
、
学

生
目
線
で
解
説
す
る
時
間
割
相
談
会
を

設
け
た
と
こ
ろ
、
大
好
評
で
、
本
年
も

8
割
の
新
入
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

教
員
の
授
業
サ
ポ
ー
ト
利
用
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
授
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

で
進
み
ま
し
た
。
ビ
デ
オ
オ
フ
で
参
加

す
る
学
生
へ
の
対
応
や
、
ブ
レ
イ
ク
ア

ウ
ト
ル
ー
ム
の
運
営
に
苦
心
す
る
中
、

サ
ポ
ー
タ
ー
学
生
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
で
救
わ
れ
た
教
員
が
多
く
、
口

コ
ミ
で
利
用
が
広
ま
り
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、
学
生
視
点
で
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
改
善
提
案
が
な
さ
れ
た
り
、
就

活
を
経
験
し
た
学
生
の
意
見
を
キ
ャ
リ

ア
教
育
科
目
の
運
営
改
善
に
生
か
し
た

り
す
る
ほ
か
、
他
大
学
の
サ
ポ
ー
タ
ー

団
体
や
高
校
生
と
の
交
流
を
行
う
「
サ

ポ
ー
タ
ー
ズ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
も
学
生
主

導
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ピ
ア
チ
ュ
ー
タ
ー
の
活
動
は
、
サ

ポ
ー
タ
ー
自
身
の
成
長
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
私
が
特
に
印
象
に
残
っ
て

い
る
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
常
に

マ
ス
ク
で
顔
を
隠
し
て
い
た
あ
る
学
生

で
す
。
お
と
な
し
か
っ
た
彼
が
、
活
動

を
通
じ
て
積
極
的
に
な
り
、
最
終
的
に

は
、「
ピ
ア
サ
ポ
交
流
会
」
を
発
案
、

実
施
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
他
の

サ
ポ
ー
タ
ー
も
同
様
で
す
。
私
や
教
職

員
へ
物
お
じ
せ
ず
に
意
見
を
言
い
、
進

ん
で
行
動
し
ま
す
。
最
初
か
ら
ア
ク

テ
ィ
ブ
な
学
生
ば
か
り
が
サ
ポ
ー
タ
ー

に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
活
動

を
通
じ
て
大
学
の
課
題
を
自
分
事
と
し

て
捉
え
、
解
決
に
向
け
て
主
体
的
に
動

く
人
間
へ
と
成
長
す
る
の
で
す
。

今
般
の
生
成
A
I
の
登
場
に
よ
り
、

大
学
教
育
は
今
後
大
き
く
変
わ
っ
て
い

く
で
し
ょ
う
。
A
I
時
代
に
大
学
が
す

べ
き
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ア
ル
な

経
験
の
場
や
機
会
を
学
生
に
提
供
し
、

経
験
か
ら
学
ぶ
た
め
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
こ
と
で
は
な

い
か
、と
考
え
ま
す
。ピ
ア
チ
ュ
ー
タ
ー

の
活
動
は
ま
さ
に
そ
れ
で
す
。

本
学
の
一
番
の
自
慢
は
、学
生
で
す
。

彼
ら
と
共
に
、
そ
ん
な
学
び
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。
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ピ
ア
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
で

個
性
尊
重
教
育
を
推
進

学
生
の
声
や
活
動
が

教
育
・
運
営
改
善
の
起
点
に
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＊1 大学教育再生加速プログラム
＊2 「ピアサポーター」「国際交流サポーター」「キャリアサポーター」「ライブラリーサポーター」「バリアフリーサポーター」の5団体が設けられている
＊3 日々の活動の中で感じた疑問や課題を、他大学のサポーターと共有し、解決方法を共に考え、学びの輪を広げていく交流会

学生が学生の学びを支える「ピアチューター」制度を中心に、“教職学”協働で
学修者本位の大学づくりを進める成城大学。その背景と今後の展望を学長に聞く。

成城大学
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“教職学”協働の学びのコミュニティ“教職学”協働の学びのコミ テ教職学 協働の学びのコミュニティ教職学 協働 学び ミ ティィィテテニニュュミミココののびび学学学ののの働働働協協協”学学学職職職教教教“
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全学生を相手にする職員こそ、実は学生により近い存在だ。特に成城大学
は、愛校心の強い母校出身者や教員免許を持つ職員も多く、歴代の職員が
自然発生的に学生の支援を行ってきた。図書館の運営支援をするライブラ
リーサポーターも、図書館の常連で、何かやりたそうな学生に、職員が声をかけ
たことがきっかけで活動が始まった。このような学生のやる気に火をつける職
員の伴走があって、ピアチューター制度は形になった。職員にとっても、学生へ
の働きかけは、学生への向き合い方の理解を深め、彼らの成長を目にし、熱意
を高めるよいSDになっていると言う。
ピアサポーターの運営は、教育改革と質保証を担う教育イノベーションセン

ターの職員が担当。学生は、同センターの研修（右図）を受けて活動を始める。
研修内容は、学生の声に応じて毎年改善している。同センター課長の長尾繁
樹氏（取材当時）は、「学生が努力しているからこそ私たちもがんばろうと思え
る。今後も、彼らの声を起点に質保証に取り組みたい」と抱負を語る。

学生のやる気に火をつけサポーターの
伴走をすることが、職員のよいSDに

キャンパス／東京都世田谷区　学生数／５，６５４人　創立／１９５０年
建学の精神／人生は真善美を理想とすると言われるが、学校は真理行われ道徳が通りまた美的の所でありたい　
学部／経済、文芸、法、社会イノベーション　
大学院／経済学、文学、法学、社会イノベーション
THE 日本大学ランキング2023／201＋位

注目！

DP

❷ピアサポーター自身の成長

教職学協働によるピア
サポーター養成研修や
振り返り研修などを通じ
たSD活動の促進

コーチング、ファシリテーションなどのスキル獲得およ
びコミュニケーション能力やコラボレーション能力の向
上、そしてピアサポーター自身の人間的・社会的成長

ピアサポーターの活用によるインタラクティブな
授業運営の促進

身近な先輩や同学年の仲間などの学生目
線に立った支援による学習者の学びの深化

ピアサポーター

学習サポート
授業サポート

学習者 授業

教職員

❹SD活動の促進

❸授業改善（FD活動）の促進

❶学習者の学びの深化

は全員が必ず受講する 

⑤レポートの
書き方講座

・レポートの作成
支援の方法

・在学生ファシリ
テーター養成研修

・ピアチュータ
リングに必要と
されるスキルの
理解と習得
（発展）

・入学準備
プログラム（２月）

・サポートデスク
（随時）

・授業サポート
（５～７月、
９～１月）

・時間割相談
（４月）
・ピアサポ交流会
（９月）
・サポーターズ
フォーラム（11月）

④ファシリテー
ションに必要と
されるスキルの
理解と習得

ファシリ
テーション
スキル

コアスキル

専
門
ス
キ
ル
アカデ
ミック
スキル

分野 アウトプット
（活動）の場

研修名
基礎 発展

①多様性の理解
とコミュニケーショ
ンスキルの習得
②ピアチュータ
リングに必要と
されるスキルの
理解と習得（基礎）
③アンサンブルの
力で新しい
自分になる

豊かな人間性を持ち、多
様な人々と協力して社会
に貢献する意欲と能力を
身につけている。
（主体性・多様性・協働性）

国際的な視野から世界と日本
を見つめ、グローバル社会を
生き抜くためのコミュニケー
ション能力を身につけている。
（思考力・判断力・表現力）

社会の諸事象について主
体的かつ総合的に判断で
きる能力を身につけてい
る。
（思考力・判断力・表現力）

幅広い教養および各学部・学科の専
門知識・技能を身につけることで、筋
道を立てて物事を俯瞰的に把握し、
課題を発見・解決することができる。
（知識・技能）

ピアサポーターの研修カリキュラム

ピアチューター制度＜ピアサポーター＞の活動のしくみ
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